
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

生
涯
学
習

　
生
涯
学
習
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
自
由
に
、
自
ら
テ
ー
マ
を
選

び
、
自
分
に
合
っ
た
手
段
・
方
法
に

よ
っ
て
、
生
涯
に
わ
た
り
、
家
庭
・
学

校
・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
行
う

学
習
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、「
生
涯
大
学
院
」「
明
治
大

学
・
成
田
社
会
人
大
学
」
の
開
設
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
に

取
り
組
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

60
歳
か
ら
学
べ
ま
す

生
涯
大
学
院

　
市
で
は
、
高
齢
者
に
学
習
機
会
を
提

供
し
、
そ
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
生
涯
大
学
院
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
大
学
院
で
は
、
次
の
通
り
平
成

25
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

会
場
＝
生
涯
大
学
校（
囲
護
台
）ほ
か

学
習
内
容

○
教
養
講
座（
午
前
10
時
〜
正
午
）…
成

田
・
千
葉
の
歴
史
、
健
康
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
、
文
学
、
ス
ピ
ー
チ
、
環
境

問
題
な
ど
年
間
25
講
座
程
度

○
専
門
講
座（
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
）…
書
道
・
陶
芸
・
園
芸
・
油

絵
・
体
操
・
音
楽
か
ら
1
つ
を
選
択

し
、
年
間
15
講
座
程
度

○
そ
の
ほ
か
の
活
動
…
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
学
園
祭
、
広
報
誌
「
す
え
ひ

ろ
」
の
編
集
、
書
道
・
陶
芸
・
油
絵

展
な
ど

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上（
4
月

1
日
現
在
）で
、
3
年
間
通
学
で
き

る
人

定
員
＝
1
0
0
人（
応
募
者
多
数
は
抽

選
）

授
業
料
＝
無
料（
実
習
費
・
教
材
費
は

実
費
）

申
し
込
み
方
法
＝
3
月
19
日
㈫（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
書
い
て
生
涯
学
習
課

「
生
涯
大
係
」（
〒
2
8
6
‐
8
5
8 

5 

花
崎
町
7
6
0
）へ

多
彩
な
講
座
を
開
設

明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学

　
市
で
は
、
高
校
生
以
上
の
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
豊
富
な
専
門
知
識
を

持
つ
明
治
大
学
の
講
師
陣
に
よ
る
講
座

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
で
は
、

次
の
通
り
平
成
25
年
度
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
講
生
と
は
別
に
、
講
義
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
運
営
委
員
」
を
同

時
に
募
集
し
ま
す
。
運
営
委
員
に
は
、

会
場
づ
く
り
や
受
け
付
け
な
ど
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
定
員
は
各
課
程
5

人（
応
募
者
多
数
は
抽
選
）で
す
。
な
お
、

受
講
料
を
支
払
わ
ず
に
講
座
を
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
程
と
テ
ー
マ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

○
国
際
社
会
課
程
…
「
世
界
紛
争
と

領
土
問
題
〜
世
界
平
和
に
向
け
て

〜
」・
佐さ

原は
ら

徹
哉
さ
ん（
明
治
大
学
政

治
経
済
学
部
教
授
）

○
地
域
社
会
課
程
…
「
地
域
デ
ザ
イ
ン

と
ま
ち
づ
く
り
〜
地
域
の
歴
史
・
文

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、「
生
涯
大

学
院
」「
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
」を
開
設
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に

向
け
た
学
習
機
会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

応
援
し
て
い
ま
す

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習

全国を竹馬で巡った経験談を講師が披露（生涯大学院）
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化
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
か
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
〜
」・
藤
江
昌ま
さ

嗣つ
ぐ

さ
ん（
明
治
大
学
経
営
学
部
教
授
）

○
緑
地
環
境
課
程
…
「
持
続
的
社
会
の

実
現
に
向
け
て
〜
よ
り
良
い
暮
ら
し

に
欠
か
せ
な
い
地
球
環
境
〜
」・
岩

崎
直な
お

人と

さ
ん（
明
治
大
学
農
学
部
教

授
）

会
場
＝
市
役
所
会
議
室
・
生
涯
大
学
校

（
囲
護
台
）な
ど

対
象
＝
高
校
生
以
上
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員
＝
国
際
社
会
課
程
・
地
域
社
会
課

程
各
1
0
0
人
、
緑
地
環
境
課
程
40

人（
応
募
者
多
数
は
抽
選
）

受
講
料

○
国
際
社
会
課
程
・
地
域
社
会
課
程
…

各
1
万
円（
実
習
費
な
ど
一
部
別
途

実
費
）

○
緑
地
環
境
課
程
…
1
万
2
、
0
0
0

円（
実
習
費
な
ど
一
部
別
途
実
費
）

申
し
込
み
方
法
＝
3
月
19
日
㈫（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
希
望
す
る
課
程

名（
受
講
は
1
人
1
課
程
。
第
1
・

2
希
望
を
明
記
）・
住
所
・
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・
職
業（
市

外
の
人
は
勤
務
先
や
学
校
名
も
）・

電
話
番
号
・
運
営
委
員
希
望
の
場
合

は
「
運
営
委
員
」
希
望
と
書
い
て
生

涯
学
習
課
「
明
大
係
」（
〒
2
8
6
‐

8
5
8
5　
花
崎
町
7
6
0
）へ

役
立
つ
情
報
が
満
載

ま
な
び
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト

　

市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

「
ま
な
び
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
」

（http://w
w
w
.genki365.com

/
narita/

）を
開
設
し
、
講
演
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
な
ど
、
生
涯
学

習
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
生
涯
学
習
課（
☎
20
‐

1
5
8
3
）へ
。

　成田市に転入して3年目になります。
同年代の仲間を作りたい、新しいことを
始めたいと考え、生涯大学院に入学しま
した。環境・健康など身近な問題をはじ
め、さまざまな分野を幅広く学べるほか、
成田について探究する講座も多く、その
歴史などに触れたことで、ますます地元
に愛着がわき、成田のことを深く知りた
いという気持ちが高まりました。講座の
ほかにも課外活動が盛りだくさんで、中
でも盛り上がるのは、毎年秋に開催され
る学園祭。昨秋、わたしのクラスでは、
フォークダンスと合唱を発表しました。2

　数年前まで成
田国際高校で校
長を務めていた
こともあり、縁
のある成田市で、
長年教職に携
わった自分の経
験を生かすこと
ができればと思
い、社会教育指

導員を引き受けて3年目になります。生涯
大学院では、学ぶことの楽しさを実感で
きる場の提供に努めています。わたしが

担当している「実践スピーチコミュニケー
ション」という講座では、話を聞いて終わ
るだけの座学にならないよう、生徒の皆
さんで、どのように感じ、どのように考え
たかを話し合い発表してもらうように心掛
けています。また、講師陣は、豊富な知
識を持つ専門家や多彩な経験を積んだそ
の道の達人など、バラエティに富んでい
ます。普段なかなか話を聞けない人たち
と接することができ、刺激には事欠かな
いのではないでしょうか。張りのある人生
を送りたいと考えている人には、ぜひ参
加してもらいたいですね。

カ月前から練習
を重ねたことで
クラスの結束も
固まり、まるで
学生時代に戻っ
たような感覚を
味わうことがで
きました。生涯
大学院は、新し
い自分、新たな
生きがいを見つけることができ、生活に
潤いをもたらしてもらえる場だと思ってい
ます。

学ぶことの楽しさを感じてほしい

まるで学生時代に戻ったような感覚に

（午前10時～正午）
期日 内容

5/18㈯ 開講式・運営説明会（午後1時から）施設園芸における省エネの取り組み

5/25㈯ 下総台地における野菜生産と畑からの硝酸態窒素の流出

6/1㈯
（午後）野菜栽培と地下水などに関
する講義及び湧水の硝酸イオンの
測定実習（現地学習）

6/15㈯ 都市型風力発電について（公開講座）

7/27㈯ 環境を知るための情報収集とその解析の手法

9/14㈯

（午前）明治大学黒川農場見学（温
室・ペレット生産場ほか）
（午後）明治大学黒川農場実習（ニ
ガウリ等の栽培管理と収穫）

9/28㈯ 3課程合同特別研修
10/5㈯ 雑木林（里山）の歴史と農業への役割
10/19㈯ 放射能汚染土壌と付き合う
11/9㈯ メタンハイドレートって何？

11/30㈯（午前）地域資源としての小水力発電の可能性（午後）修了式

緑地環境課程「持続的社会の実現に向けて
～より良い暮らしに欠かせない地球環境～」

国際社会課程「世界紛争と領土問題～
世界平和に向けて～」

（午後2時～4時）
期日 内容

5/18㈯
開講式・運営説明会（午後1時から）
総論：領土問題・国境紛争・非承
認国家－国際比較の視点－

5/25㈯ 領土問題（1）歴史にみるユーラシアの領土問題－グルジア・ロシア・アブハジア－
6/8㈯ 領土と国境（1）キプロス問題
6/29㈯ 領土と国境（2）スーダン内戦

7/13㈯ 領土問題（2）日露間の領土問題、ロシアの認識（公開講座）
7/27㈯ 領土問題（3）韓国の認識
9/14㈯ 領土問題（4）尖閣諸島と中国・台湾の認識
9/28㈯ 3課程合同特別研修
10/19㈯ 領土と国境（3）領土問題としての沖縄認識

11/9㈯ 領土と国境（4）中国南部・東南アジアの国境と民族

11/30㈯
（午前）総括：欧州に残る領土問題・
コソボ紛争
（午後）修了式

地域社会課程「地域デザインとまちづくり～地域の歴
史・文化・コンテンツを活かした地域ブランディング～」

（午前10時～正午）
期日 内容

5/18㈯

開講式・運営説明会（午後1時から）
地域ブランディング作りのヒント－
東京人の持つ地域へのイメージ　
奈良と成田を題材に－

5/25㈯ 明日香まるごと博物館づくり
6/8㈯ マイナスの地域ブランドからの活性化

6/29㈯ まちづくりの視点と実践例－地域都市を例として－
7/20㈯ 成田の文化資本とまちづくり（公開講座）

7/27㈯ ブランディングデザイナーからみた地域デザイン
9/14㈯ よみがえるまちづくりの創造と地域ブランド
9/28㈯ 3課程合同特別研修
11/2㈯ 地域デザインとまちづくり
11/9㈯ 実践地域ブランディング－COEDO  beer－

11/30㈯
（午前）まちづくりの実践例－大都
市・近郊都市を例として－
（午後）修了式

明治大学・成田社会人大学講座

＊受講日時や内容などは変更される場合があります

インタビュー生涯大学院
で

先生からひとこと

学生に聞きました

長
なが

田
た

 正友さん
（成田市社会教育指導員）

朝
あさ

霧
ぎり

 幸
さち

子
こ

さん
（本三里塚）
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